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研究成果の概要：森林の撹乱すなわち林冠開放にともなって、下層植生の発達がシカの餌を供

給するとの仮説を検証するための、撹乱後早期のシカの分布・利用状況に関する基礎資料を蓄

積した。大規模な風倒跡地において、シカ密度は広域スケールでは周辺と同等の低密度レベル

であっても、施業段階に応じた局所スケールでは下層植生の再生した場所に集中する傾向がみ

られた。これは仮説に矛盾しない。また稚樹の食痕率は、シカ生体の目視や短期間の糞塊蓄積

数では検出が困難な密度レベルでもシカの存在・利用を早期に検出できる可能性があり、低密

度時のシカの分布・存在の指標として有効であることが示唆された。 
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１．研究開始当初の背景 
ニホンジカ（以下、シカ）の分布拡大と密

度増加にともない、シカの採食による自然植
生の衰退が各地で深刻化している。急激な密
度増加をもたらす原因について、林冠開放
（撹乱）による下層植生の繁茂が多量の餌資
源を供給したことが指摘されている（以下、
撹乱-シカ増加仮説と仮称）。しかし経時的な
実証データをともなった検証はなされてい
ない。短期間に劇的な植生改変をもたらしう

るキーストーン種としてのシカ個体群の増
加プロセスは、生態学的にも保全生物学的に
も解明すべき緊急かつ重要な課題である。 

2004 年台風 18 号は北海道各地で甚大な風
害をもたらしたが、とりわけ支笏湖周辺では
人工林・天然林ともに大面積で風倒が発生し
た。当地域は 1954 年の洞爺丸台風によって
も大規模な風倒が発生しており(玉手ら、
1977)、その後の森林更新・再生過程（石橋
ら、2007）や、あるいは影響の軽微だった地
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点の 1960 年時点での植生（舘脇、1961）に
ついて、参照可能な記録がある。当時は全道
的にシカの分布域が縮小しており、当地域に
シカは分布していなかったと考えられてい
るが、現在では分布が拡大し、高密度分布地
域の周辺部にあたるとされている。したがっ
て、研究開始当初を起点として風倒後の森林
更新・再生過程に沿ってシカの分布と利用度
を明らかにし、また半世紀前のシカ不在下で
の森林更新過程と比較することによって、撹
乱-シカ増加仮説を検証できるものと期待さ
れた。ただし国有林では激甚被害区域はほぼ
全域再造林による森林再生を計画している
ため、撹乱のきっかけは自然現象でも、施業
の人為が加わるため、結果としては人為撹乱
といえる。 
 
２．研究の目的 
 森林更新・再生やシカの分布拡大・密度変
動は、長期的な追跡によって評価されるべき
側面をもつため、本研究３年間の結果のみか
ら撹乱-シカ増加仮説の検証を結論づけるの
は性急である。そこで本研究では、1) 撹乱-
シカ増加仮説検証の基礎資料として、撹乱後
早期のシカの分布・密度指標・撹乱跡地利用
度を測定すること、2) 撹乱後早期（おそら
くシカ低密度時）の撹乱跡地利用度の有効な
指標を検討することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
(1) シカの広域的な分布と密度指標 
①周辺域との比較を考慮した分布・密度指標
として、全道市町村で 10月末に実施されて
いる夜間のスポットライトカウントを採用
した。風倒被害地の核心部を占める千歳・苫
小牧・糸井・樽前・白老国有林内の 13 林道
のべ 142km×2回のカウントを 2006年に実施
した。 
②季節変化を考慮した分布・密度指標として、
これら林道では同時期の昼間の通行中には
ほとんどシカを見なかったことと、冬期には
積雪で通行できないことから、越冬期の分布
指標およびその対照として、2007-08年 3月
と 7月または 10月の夕方に近隣国道・道道・
一部林道のべ 91km×2回のロードカウントを
行った。 
③森林再生・施業段階にともなうシカの利用
度を検討するため、風倒処理と下層植生の状
況を便宜的に次の５段階に区分した。 
1) 風倒処理なし：従来の下層植生あり 
2) 被害木の伐木後：下層植生ほぼなし 
3) 伐木の搬出後：下層植生なしまたは出現 
4) 地拵え後：下層植生なし 
5) 苗の植え付け後：下層植生出現 

 各区分に該当する沿道距離を、林道走行
100m毎の地点において目視により区分を記
録し、沿道の状況を反映するものと仮定して、

その区分比率をもとめた。 
 
(2) 局所的な利用度の指標として、2008年 7
月に 100m2（2m×50mまたは障害物に応じて
5m×20m）の調査区内の高さ 40cm以上、胸高
直径 1cm 未満の稚樹の本数と食痕の有無（北
海道による稚樹食痕率、 環境省生物多様性
センター(2008)を改変）を、植え付け後 1-2
年の風倒跡地、近隣の広葉樹林、針葉樹林各
2 地点×2区画ずつで記録した。その際に発
見したシカの糞塊および生体の数も記録し
た。また広域分布・密度指標との関係をみる
ため、調査区付近を通る林道上、調査区の近
接点から半径約 1kmの範囲において、昼間の
ロードカウントと夜間のスポットライトカ
ウントを 2回ずつ行った。 
 
４．研究成果 
(1) スポットライトカウントによる広域的
な分布状況について、シカは 13 林道ほぼ全
域にわたって発見され（図 1）、千歳台地から
白老台地にかけて広く分布していることが
示された。発見数合計は 63 頭（鳴き声のみ
含めて 77頭）、密度指標としての走行距離あ
たり発見数は 0.00～1.22 頭/km、平均 0.27
頭/km となった。これは、北海道環境科学研
究センター提供データによる当該・隣接市町
村における 1999-2005 年の 0.00-0.98 頭/km
に近い値となった。これらのことから、調査
地域は、広域スケールでは周辺地域と同様、
高密度周辺部のまだ低密度といえる段階に
あるものと考えられた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１．2005 年 10 月に実施したスポットライ
トカウントのコースとニホンジカ発見地点、
群れサイズ（黄色○印の最小 1頭～最大 5頭）。
背景地図は鷹尾(2005)による 2004 年台風 18
号の風倒害分布推定図を改変：森林地帯のう
ち緑は風倒被害なし、橙は軽微、赤は強度。
灰色は非森林地帯または解析対象外、青は水
面。 
 
広域スケールでの分布の季節変化につい

て、国道・道道・一部林道の夕方のロードカ
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ウントでは、7・10 月には一頭も目視できな
かったが、3 月には支笏湖東岸カルデラ丘の
紋別岳からモラップ山にかけての南西向き
斜面に集中して発見された（図 2）。夏・秋と
冬では日周活動性が異なるために発見数が
異なった可能性はあるものの、この付近一帯
が越冬地になっていることを示唆するとい
える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2．2007年 3月のロードカウントのコース、
ニホンジカ発見地点と群れサイズ（水色○印
の最小 2 頭～最大 43頭）。2006年 10 月、2008
年 7月にはほぼ同じコースで発見なし。 
 
各段階にある調査コース沿道距離（暫定値

のため詳細な値は省略）に対するスポットラ
イトカウント発見数は、搬出後と植え付け後
に多くなる傾向がみられた（図 3）。撹乱後早
期の下層植生の発達途上でシカが利用する
ようになることを示唆しており、撹乱-シカ
増加仮説に矛盾しない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3．森林再生・施業段階ごとの林道沿道距
離比とシカ観察頭数 
 
このように、シカの分布の現況として、1)

広域スケールでは夏・秋に分散し、周辺部と
同様の密度レベルにあること、2)積雪期には
支笏湖東岸域に集中がみられること、3)局所
スケールでは撹乱後の下層植生の発達しつ
つある場所に集中する傾向があることが明
らかになった。 
 
(2) 風倒跡地および近隣の森林内における
稚樹は、風倒跡地（開放地）ではタラノキ、
林床ではオガラバナ、ノリウツギ、エゾニワ

トコなどで出現頻度、食痕頻度ともに高かっ
た（図 4）。また出現数は多くなくとも、エゾ
アジサイ、ナナカマド、アズキナシなどでは
出現したほとんどの株で食痕がみとめられ
た。 
 今回調査地とした針葉樹林は、下層植生が
比較的豊富で複層化しつつあるような条件
にあった。風倒跡地や、下層に光の入る林内
では、タラノキ、ノリウツギ、エゾニワトコ
など先駆種とその稚樹の食痕率に着目する
ことにより、早期にシカによる利用を検出で
きるものと考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 4．2008年 7月の千歳国有林付近の風倒跡
地および林内における稚樹出現頻度と食痕
頻度。破線は食痕率（食痕存在本数／出現本
数×100(%)）100%を示す。 
 
 稚樹食痕率は、越冬期以後調査時までに輩
出されたと判断された糞塊数、および昼夜合
わせた生体目撃数と正の関係にある傾向が
みとめられた（図 5）。シカによる調査地の利
用は状況次第で昼夜におよぶことはあり得
るため、昼夜合わせた目撃数が食痕率または
糞塊数と相関することは、想定しうることで
ある。一方でこのことは同時に、昼または夜
の生体目撃数だけでは検出できないような
密度レベルでも、稚樹食痕率や糞塊数が有効
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な利用指標となりうることを示唆する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 5．シカによる稚樹食痕率と糞塊数、付近
でのシカ生体目撃頻度との関係。 
 
このように、短期間の調査ではあるが、こ

れまでのところ、撹乱-シカ増加仮説に矛盾
しない結果が得られた。またシカの存在・利
用の指標として、とりわけ先駆種の稚樹の食
痕率が低密度時に早期に検出できる可能性
が示唆された。これらのことは、今後の継続
追跡によって、さらに検証を深めることが可
能となる。 
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